
亀
山
市

伊
賀
市

情報交流広場

となりまち かこい
伊賀市 甲賀市 亀山市

であい
こうか

第
７
回 

亀
山
藩
御お

ん

流り
ゅ
う

儀ぎ

心し
ん

形ぎ
ょ
う

刀と
う

流り
ゅ
う

武ぶ

芸げ
い

形か
た

演
武
見
学
会
と
語
り
部
の
会

市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　江戸四大道場の一つ心形刀流伊
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により元治２（1865）年に道場が設
立され、以来150年以上受け継がれ
続ける技をぜひご覧ください

　2001年から毎年５万人を超す人々が訪
れる、伊賀地区最大の夏のイベントを今年
も開催します。
　「楽市」では、フリーマーケットとして、
食べ物や飲み物をはじめ、小物や雑貨、
衣類などそれぞれ趣向を凝らした約140店
が立ち並びます。
　また、「楽座」では、ダンスパフォーマンス
や音楽演奏、よさこいなどさまざまなイベン
トが特設ステージなどで繰り広げられます。
　にぎわうまちなかで、夏の１日を過ごしま
せんか。
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申込み・問合せ

9月8日（日）13時30分～15時�  
（受付13時～）

亀山演武場
（三重県亀山市西丸町575-2）
小学生以上
先着30人
８月23日（金）まで
電話で下記まで
※参加費無料
亀山市文化スポーツ課まちなみ文化財グループ
☎0595－96－1218

日 時
場 所
ア ク セ ス
問　合　せ

８月18日（日）　12時～21時
上野銀座通り・本町通り・中之立町通りの一部
伊賀鉄道　忍者市（上野市）駅下車すぐ
市民夏のにぎわいフェスタ実施委員会�  
(上野商工会議所内)　☎0595-21-0527

　子どもたちに一流スポーツ選手などとの交流を通し
て、将来の夢を描いてもらうことを目的に「金の卵プロ
ジェクト」が６月22日、土山体育館で開かれました。
　今回は、プロバスケットボールチーム「滋賀レイク
スターズ」の中
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ほか、アシスタントコーチらを招き、小中学生約100
人がプロの技術を学びました。

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊として、ソ
ロモン諸島の診療所に看護師として派遣されていた
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さんが３月に帰国しました。
　また、８月から向

むかいあゆみ

井歩さんがパラグアイ共和国へ派
遣され、酪農家へ技術指導などをする予定です。
　７月10日には、お二人が市役所を訪問し、派遣先
や帰国後の抱負を述べました。

　子どもたちが世界各国への理解を深める国際理解講
座「世界まなびじゅく」が７月６日、まるーむで開催さ
れました。
　この日のテーマは「台湾」で、参加した児童らは、台
湾の人口や面積、言葉などに関するクイズ、民族衣装
の試着、台湾料理やフルーツの試食など、台湾の文化
を学びました。

　スポーツ少年団等の全
国大会出場壮行会が７月
12日、市役所で行われ「県
代表としてひとつでも多く
勝ち進みたい」など選手一
人ひとりから全国大会へ
の抱負が述べられました。

現役選手によるバスケットボールクリニック
～金の卵プロジェクト～

自らの経験を生かし挑戦
～青年海外協力隊派遣前・帰国表敬訪問～

台湾の文化を満喫
～世界まなびじゅく～

全国の舞台で悔いのない戦いを
～全国大会出場壮行会～

▲滋賀レイクスターズの選手・コーチと試合をする生徒ら

▲市役所を訪問した村島さん（左）と向井さん（右）

▲台湾の少数民族の衣装を試着する児童ら

▲全国大会へ向けて意気込む選手ら ・水口剣道スポーツ少年団剣徳会
　小学生団体の部
　中学生団体の部
・甲賀テニススポーツ少年団
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今後の夢や目標は？

　信楽町出身の村瀬大智さんが監督を務めた
映画「忘れてくけど」が、５月にフランスで開
催された第72回カンヌ国際映画祭の短編部門、
ショートフィルムコーナーで上映されました。

　全く信じられませんでした。自信があった訳
ではなく、「せっかく作ったので出しておくか」と
いう気持ちで応募していて、現地へ行くまで「騙
されているんじゃないか」と心配していました。

カンヌ国際映画祭はどうでしたか？
　より多くの人に作品を見てもらいたいと思い、
飲食のテントでいろいろな国の人に話しかけ「よ
かったら来てほしい」とチラシを配りました。そ
の結果、半分以上の席が埋まり、上映後に「お
もしろかった」「こんな映画見たことない」など
と感想を言ってくれる方もたくさんいました。

　ずっと映画を作り続けていたいです。そのた
めに、もっと大きな賞に選出されて、多くの人
に自分の作品を見てもらいたいと思っています。
今、１年に１、２本映画を作っていて、去年の
作品は全部信楽で撮影しました。ずっと小さい
頃から見ていた風景で、高校生のとき信楽高原
鐵道に乗りながら、ここで撮ったらおもしろいだ
ろうなと考えていました。いままでに見た映画の
うち、半分以上は水口の映画館で観ましたし、
甲賀市内には他にも思い出や好きな場所が多く
あります。生まれ育った甲賀市で映画を撮りた
いという思いはあります。

▲�カンヌ国際映画祭でレッドカーペット� �
に立つ村瀬さん

カンヌ国際映画祭に選出が決まった
ときのお気持ちは？

 [No.335] 2019. ８. １  [No.335] 2019. ８. １17 16


